
■ タブレット端末の正しい使い方について
今年度から本校では、県の「ＩＣＴを活用した授業改善支援事業」の指定を受けて、令和５

年度までの３年間、各教科等でタブレット端末や電子黒板などのＩＣＴ機器を使った授業研究

を進め、その研究の成果を県内外に発信していくことが求められています。

また、６月１日から始めたタブレット端末の家庭への持ち帰りは、学校で十分に調べること

ができなかった内容や、ミライシードを活用したドリル学習などにじっくりと取り組んでもら

うために実施しているものです。

本校では、タブレット端末を貸与するにあたり、村教育委員会と学

校が決めた約束事やルールを守るという同意書を保護者と生徒から提

出してもらっています。加えて月に１回程度、ＩＣＴ支援員の三浦さ

んが、一台ずつ検索・閲覧履歴を確認したり故障箇所はないか等を調

べたりしています。

□学習端末トラブル
読売新聞が実施した全国調査では、教員が想像していなかったようなトラブルが起きていま

した。例えば、学習端末を使ったアプリによる誹謗中傷や授業中に相手の嫌がるイラストや文

書を送信したり、フィルタリングを解除しアダルト動画を閲覧したりといったことなどです。

また昨年11月に東京都町田市の小６女子児童が自殺した問題では、タブレット端末で悪口が送

信されるなどのいじめがあったことが判明しています。
【その他学習用端末で起きた主なトラブル】

○許可なく撮影した友人の写真をおかしく見せる目的で複数人が共有（東京都内の中学校）

○プログラミングアプリで中傷するような言葉を書き込み（北信越の小学校）

○友人のＩＤとパスワードを無断で使い不正にアクセス（都内の小学校）

□タブレット活用に関する集会
本校においては、11月19日（金）の６校時にタブレット端末

の持ち帰りを始めて約半年経ったタイミングで、使い方につい

ての集会を行いました。集会を開いた理由は、タブレットで不

適切な使い方をしていたり、ルールを守らずに使用したりして

いる人がいたからです。タブレットを貸与している村教育委員

会からは伊藤指導主事が来校し、タブレットを貸し与える目的

等について再度お話ししてもらいました。今後ルールを守れな

い場合は持ち帰りができなくなったり、使い方も制限されるこ

とになるかもしれません。タブレットは皆さんが卒業した後、

後輩たちが引き続き使用していきます。どうか大切に、そして適切な使用を心がけてほしいと

思います。

□保護者の皆様へのお願い
今年度残り４ヶ月、家庭でタブレットを健康的かつ効果的に活用していくためにも、是非と

も保護者の皆様のお力添えが必要です。次の３点のことをよろしくお願いします。
１．使用時間（朝５時～夜10時半）の厳守と使用後の居間での充電

２．タブレット活用状況の把握（何の学習をしているのか等適宜観察）

３．家庭内での必要なルールの設定

学校では、今後生徒に情報モラルや情報セキュリティの講習等を進めていく予定です。ご家

庭でも何か気になることや心配なことがあれば、話題にして話し合うようお願いします。
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■ 新しいＡＬＴの先生
９月10日（金）にローランド先生のお別れ会があり、その後次のＡＬＴの先生が

なかなか決まらない状態が続いていました。しかし、12月15日（水）から新しいＡ
ＬＴの先生が大潟中に赴任することになりました。カナダ出身のクリストファー先

生（26歳）といいます。その日はちょうどＰＴＡ授業参観もあるので、保護者の皆
様にもご紹介できると思います。日本の生活に早く慣れるためにも、どうか積極的
に話しかけ、大潟村のことや大潟中学校のことを色々と教えてあげてください。

■ 第２回お弁当デー
10月25日（月）の第１回目に続き、11月24日（水）は第２回目のお弁当デーでした。今回は

一回目の卵料理などの課題はなく、焼きそばや調理パンなど、自分で食べたいお弁当を作って
きたようです。また、コロナ感染も落ち着いている状況でしたので、この日だけは注意しなが

ら久々にグループで向き合い、楽しく食べることにしました。

■ 「本当の友だちとは何か」
お笑いコンビ・ＴＩＭのゴルゴ松本さんは、読売新聞夕刊で毎月１回「ゴルゴ松本 前略10代の

みんなへ」というコーナーをもち、漢字に関するメッセージを発信しています。いつもは面白いこと
を言ったり、激辛料理を食べたりしている松本さんですが、あまり人が気付かないような鋭いことを
述べています。10月24日付け読売新聞から表題の内容について紹介します。

今回の漢字「間」
友達なのに嫌なことを言われる、本当は気が合わないけど一緒にいる・・・。学校生活で一番

悩むのが、友人関係ではないだろうか。でも、本当の友達とは何か、「間」という漢字を意識し

て考えてほしい。

友達がマウントを取ってきたり、不愉快なことをしてきたりした時は、「そういうのは嫌だか

ら。続けるなら友達やめる」とはっきり口にして話し合おう。自分に予定があるなら、友達に流

されずに「今日は帰るよ」と伝えればいい。

本当の友達なら、自分の意見を言っても離れていかないし、仲が壊れることはないはずだ。少

しの勇気を出して忠告するのと、嫌な思いをし続けるのとでは、君はどっちがいい？

周りに友達が多い子もいるだろうが、少なくても恥じる必要は全くない。数よりも、自分と気

が合ったり、波長が同じだったりする子が周りにいることのほうが大事なんだ。

10代の君たちは学校で過ごす時間が長いけど、友達が学校だけにいるわけじゃない。進学した

り、社会に出たりして別の場所に行けば、そこでまた新たな友達ができる。同じ趣味やネットの

ライブ配信などを通じて、友達になるケースだってある。

その友達は、自分のためになっているか、逆に自分は相手のために

なっているかを考えてみよう。本当の友達には、相手がよくない発言

や行動をした時に、「今のはダメだよ」としっかり言ってあげること

も大切だ。

いつもべったり一緒でなく、間が空いていても、お互いにふと連絡

を取り合い、楽しい時間をともに過ごせるものなんだ。

そして自分が悪いと思った時には、素直に謝ろう。信頼関係が築け

ている間柄なら、ちゃんと認めてくれるはずだよ。


